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国
の
交
付
金
を
利
用
し
て
市
独
自
の
支
援
が
行
わ

れ
ま
す
。
総
額
約
11
億
８
千
２
０
０
万
円
の
う
ち
、
市

負
担
は
約
４
億
６
千
８
０
０
万
円
で
す
。
日
本
共
産
党

議
員
団
が
求
め
て
い
た
、
事
業
者
支
援
な
ど
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

国
で
消
費
税
を
５
％
に
減
税
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
障
害
者
手
当
受
給
者
に
支
援
金
：
２
万
円
（
12
月
中

に
給
付
予
定
）

対
象
者　

特
別
障
害
者
手
当
等
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
障
害
児
福
祉
手
当
の
受
給
者

対
象
人
数　

約
１
６
６
０
人

●
就
学
前
児
童
を
育
て
る
保
護
者
に
支
援
金
：
子
ど

も
１
人
に
２
万
円
（
申
請
受
付
１
２
月
〜
２
月
末
。

対
象
者　

今
年
10
月
１
日
時
点
で
高
槻
市
内
に
住
民

票
が
あ
る
就
学
前
児
童
。
来
年
２
月
末
ま
で
に
市

内
に
転
入
し
た
児
童
や
生
ま
れ
た
乳
児
は
３
月
末

ま
で
に
申
請
受
付

対
象
児
童
数　

約
１
万
９
０
０
０
人

●
個
人
事
業
主
・
中
小
企
業

運
送
事
業
者
：
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
運
送
事
業
者

に
対
し
て
、
中
小
法
人
10
万
円
、
個
人
事
業
主
５
万

円
と
、
追
加
支
援
金
は
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
つ
き
（
軽

・
小
型
）
２
万
円
、（
普
通
）
４
万
円
を
支
給

事
業
者
：
市
内
の
中
小
事
業
者
対
し
、
中
小
法
人
10
万

円
、
個
人
事
業
主
５
万
円
を
支
給
（
他
の
支
援
金
と

併
用
不
可
）
。

申
請
期
間
は
11
月
末
か
ら
２
０
２
３
年
１
月
末
頃
を

予
定

●
社
会
福
祉
施
設
（
高
齢
者
・
障
害
福
祉
等
）
：
１
施

設
あ
た
り
10
万
円
〜
20
万
円
を
支
給

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
：
市
が
定
め
る
目
的
に
沿
い

事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
配
食
数
に
応
じ
て
支
援

す
る
。
１
事
業
者
あ
た
り
15
万
円
〜
80
万
円
を
支
給

●
教
育
・
保
育
施
設
：
幼
稚
園
や
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
等
に
対
し
て
、
１
施
設
あ
た
り
10
万
円
〜
20

万
円
を
支
給

●
農
家
：
年
間
販
売
金
額
が
１
万
円
〜
50
万
円
の
農
家

に
対
し
て
５
千
円
〜
１
万
円
を
市
が
支
給
、
50
万
円

以
上
は
大
阪
府
が
１
万
円
〜
30
万
円
支
給
し
ま
す
。

生
活
者
支
援

（
10
月
17
日
）

物
価
高
騰
へ
の
支
援
を
市
長
に
党
市
議
団
が
要
望

事
業
者
へ
の
支
援
金

市
独
自
の
物
価
高
へ
の
支
援

市
独
自
の
物
価
高
へ
の
支
援

日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団

　
　

高
槻
桃
園
町
２
ー
１（
市
役
所
）

　
　

控
室　

電
話
０
７
２‒

６
７
４‒

７
２
３
０

　
　
　
　

F
a
x
０
７
２‒

６
７
４‒

３
２
０
２

発　　行

高
槻
市
会
議
員
団

市
会
議
員

中
村
れ
い
子

市
会
議
員

き
よ
た
純
子

市
会
議
員

出
町
ゆ
か
り

団
事
務
局

い
ぬ
い
じ
ゅ
ん
子

生活相談は生活相談は
日本共産党議員団　控室へ

674-7230

　

物
価
高
は
主
に
は
異
常
な
円
安
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
に
入
り
６
６
９
９
品
目
の
値
上

げ
が
行
わ
れ
、
今
年
１
年
間
で
２
万
品
目
を
超
え
、
１

世
帯
平
均
の
負
担
増
が
月
額
５
７
３
０
円
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
電
気
、

ガ
ス
も
値
上
げ
で
す
。

　

市
と
し
て
市
民
生
活
を
守

る
よ
う
、
日
本
共
産
党
市
会

議
員
団
は
こ
の
２
年
間
で
９

度
目
に
な
る
要
望
書
を
提
出

し
、
左
記
の
項
目
を
要
望
し

ま
し
た
。
市
長
は
「
こ
の
申

し
入
れ
も
参
考
に
し
て
何
ら
か
の
具
体
化
を
す
る
」
と

表
明
し
ま
し
た
。

１
生
活
困
窮
者
へ
の
国
の
給
付
金
に
加
え
、
市
と
し
て
も
支
援
す
る
こ

と
。
特
に
電
気
ガ
ス
の
値
上
げ
に
よ
り
暖
房
費
へ
の
支
援
が
必
要
。

２
水
道
料
金
の
基
本
料
の
免
除
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
。

３
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
生
活
困
窮
者
へ
の
食
糧
支
援
に
取
組
む
こ
と
。

４
国
民
健
康
保
険
料
値
上
げ
に
対
し
て
、
抑
制
す
る
対
策
を
す
る
こ
と
。

５
市
内
事
業
者
に
対
し
て
、
事
業
者
応
援
給
付
金
を
実
施
す
る
こ
と
。

６
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
く
こ
と
。

７
子
ど
も
や
女
性
の
貧
困
の
実
態
を
把
握
し
、
支
援
に
努
め
る
こ
と
。

８
介
護
保
険
の
利
用
料
へ
の
減
免
制
度
を
実
際
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

９
小
学
校
の
給
食
費
を
来
年
度
以
降
も
無
償
化
す
る
こ
と
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き
よ
た
議
員
は
昨
年
度
の
高
槻
市
で
の
痴
漢
被
害
件
数
を
質
問

し
、
市
は
「
大
阪
府
内
の
盗
撮
や
痴
漢
等
の
行
為
の
検
挙
件
数
は

３
２
５
件
、
そ
の
内
３
割
が
痴
漢
被
害
。
発
生
場
所
は
電
車
や
道

路
上
が
多
く
な
っ
て
い
る
」
と
答
弁
。
き
よ
た
議
員
は
「
痴
漢
や

性
暴
力
に
つ
い
て
の
市
の
対
策
は
十
分
だ
っ
た
の
か
」
と
質
問
。

市
は
「
相
手
の
同
意
の
な
い
性
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

社
会
の
意
識
の
成
熟
が
大
切
。
予
防
啓
発
、
相
談
先
の
周
知
な
ど

対
策
を
行
っ
て
き
た
」
と
答
弁
。
き
よ
た
議
員
は
「
抵
抗
で
き
な

い
ほ
ど
の
暴
行
や
脅
迫
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
犯
罪
に

な
ら
な
い
。
不
本
意
で
も
体
が
凍
り
付
い
て
し
ま
う
、
地
位
の
関

係
性
を
利
用
さ
れ
抵
抗
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
日
本
の
性
犯

罪
規
定
に
よ
る
問
題
が
被
害
を
広
げ
て
い
る
現
実
を
指
摘
。
高
槻

市
と
し
て
被
害
の
実
態
調
査
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
を

作
成
し
、
性
暴
力
へ
の
正
し
い
知
識
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　

高
槻
市
議
会
で
は
、
２
０
２
１
年
度
の
税
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
、
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
会

議
員
団
か
ら
は
き
よ
た
純
子
市
議
が
委
員
と
し
て
出
席
し
ま
し

た
。
質
問
し
た
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
が

　
　
　
10
月
開
催
さ
れ
る

決
算
特
別
委
員
会
が

　
　
　
10
月
開
催
さ
れ
る

決
算
特
別
委
員
会
が

　
　
　
10
月
開
催
さ
れ
る

痴
漢
ゼ
ロ
な
ど
、
性
暴
力
根
絶
目
指
す
対
策
を

痴
漢
ゼ
ロ
な
ど
、
性
暴
力
根
絶
目
指
す
対
策
を

　

昨
年
度
か
ら
高
齢
者
無
料
乗
車
制
度
の
対
象
者
が
段
階
的
に
、

75
歳
か
ら
に
な
り
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
は
割
引
制
度
（
１
乗
車

１
０
０
円
負
担
）
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
割
引
乗
車
券
は
４
０
５
５
人
に
対
し
、
交
付
は
２
５

２
５
人
、
62
％
。
無
料
乗
車
券
は
88
％
の
交
付
で
す
。
き
よ
た
議

員
は
「
割
引
乗
車
券
は
１
０
０
円
負
担
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な

り
、
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
無
料
乗
車
券

の
交
付
に
比
べ
て
割
引
乗
車
券
の
交
付
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
。

無
料
乗
車
制
度
の
年
齢
引
き
上
げ
を
批
判
し

ま
し
た
。
ま
た
、
無
料
乗
車
券
や
割
引
乗
車

券
は
高
齢
者
の
乗
車
回
数
に
応
じ
て
、
市
が

負
担
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
高
齢
者
の
乗
車
が
減
り
、
市
負
担
金

の
当
初
の
見
込
み
よ
り
昨
年
度
は
３
億
円
以

上
も
少
な
い
金
額
で
し
た
。

　

市
営
バ
ス
の
減
便
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
は
「
２
０

２
１
年
２
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
利
用
者
が
４

月
と
５
月
で
は
約
55
％
減
少
、
６
月
以
降
も
２
〜
３
割
減
少
で
推

移
し
て
お
り
、
利
用
実
態
に
応
じ
た
大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
き
よ
た
議
員
は
「
買

い
物
を
ゆ
っ
く
り
で
き
な
く
な
っ
た
、
長
時
間
バ
ス
を
待
つ
こ
と

に
な
っ
た
な
ど
、
苦
情
が
出
て
い
る
。
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
実
施
す
る
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
公
営
バ
ス
と
し
て
運
営
し
、
市
民

の
バ
ス
と
し
て
路
線
や
便
数
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
も
、
市
営
バ
ス
会
計
に
高
槻
市
が
必
要
な
補
助
金
を
増
や
す
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
バ
ス
の
減
便
、
路
線
確
保
に
努
力
を

市
バ
ス
の
減
便
、
路
線
確
保
に
努
力
を

高
齢
者
無
料
乗
車
制
度
の
年
齢
引
き
上
げ
は
問
題

高
齢
者
無
料
乗
車
制
度
の
年
齢
引
き
上
げ
は
問
題

日本共産党
北朝鮮のミサイル発射に抗議。平和的・外交的解決へ全力北朝鮮のミサイル発射に抗議。平和的・外交的解決へ全力

　日本共産党は北朝鮮による弾道ミサイル発射を厳しく糾弾し、北朝鮮の
軍事的挑発のエスカレートを抑える国際社会の協調した外交的対応を急ぐ
ことを求めています。
10 月１３日、参院外交防衛委員会で、日本共産党の山添拓議員は拉致問題
や核・ミサイル開発などを包括的に解決するとした日朝平壌宣言などに基
づき、北朝鮮に非核化と平和のための交渉に応じるよう求めるべきだと政
府に求めています。

　高槻市議会は閉会中のため、市議会として決議は上げられません。その
ため、１０月１１日の議会運営委員会で話し合い、市長と議長の連名で抗議
文を北朝鮮の金正恩委員長に出しました。抗議文を上げるよう、日本共産
党としても議会に働きかけました。

高槻市でも抗議　10月12日　
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